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の 38.45% （王の所得分類に従うと 51.88% ）を手にしているという結論を得






検証―」Faculty of Economics, Kyoto Sangyo University DISCUSSION 









民主集中制の呪縛   





                                                                 
                                                



























































































































































































































































































































































































































「一帯一路」については京大東アジアニュースレター第 596 号 2015 年 11
月 23 日に掲載） 
 
１．経済貿易協力での大きな成果 
中国網（4 月 8 日）によると、2015 年の中国と関連諸国間の貿易額は 9955
億ドルに上り、中国貿易総額の 25.1％を占めた。また、中国企業の関連諸国に
対する直接投資は前年比 18.2％増の 148 億 2000 万ドル、関連諸国からの対中
投資は同 23.8％増の 84 億 6000 万ドルだった。 
2016 年１～２月については、中国と関連諸国間の貿易額は 1341 億ドルで、
中国貿易総額全体に占める割合は 26.26％だった。中国企業の関連諸国に対す
る直接投資は 22 億 3000 万ドル、関連諸国からの対中投資は 10 億 7000 万ド















間では 2015 年に両国間の貿易額は 110 億ドルに達している。 
②中東 
中国は「一帯一路」構想を実現させる上で、「実現の鍵は中東にあり」と考え
ている。習近平国家主席は 1 月 19 日から 23 日の日程で、サウジアラビア、エ
ジプト、イランを訪問した。これら 3 カ国はいずれもアジアインフラ投資銀行
（AIIB）の創設メンバーであり「一帯一路」の西端に位置している。 
イランでは 2 月 6 日、中国が総工費の 85％を融資する形で、テヘランーマ
シュハド鉄道電化改造プロジェクトがスタートした。 




中国企業の対エジプト投資の受け皿となっている。2 国間の貿易額は 2015 年
11 月末時点で前年同期比 10.4％増の 116 億 4000 万ドルとなっている。 
③アフリカ諸国 
中国は近年、アフリカとの関係を強化し、「一帯一路」構想をアフリカまで
延伸しようとしている。2015 年 12 月に開催された、第 6 回中国・アフリカ協
力フォーラムで、習近平国家主席は 3 年間でインフラ投資やその他の協力プロ
ジェクトで 600 億ドルを拠出すると表明した。 
④中央アジア諸国 
習近平国家主席が初めて「一帯一路」構想に触れたのは、2013 年 9 月にカ














国の融資を受けずに着工し、残り区間の工事を延期すると発表した。3 月 23 日
に海南島で行われた会議でタイのプラユット暫定首相から李克強総理に伝え
られたが、中国外務省は 3 月 28 日の定例記者会見では事実を述べたのみでコ
メントはしなかった。 
②スリランカ、コロンボ沖の埋め立て開発 








る契約は 4 月 8 日、正式契約が締結された。ピレウス港は中国にとって中東、
北アフリカへの重要な足がかりになる。 
④中国外交部と ESCAP が「一帯一路」協力文書に調印 







 中国国務院は 1 月 10 日、国境地域の開発と対外開放を推進するための政策
ガイドラインを公布した。国境地域のうち、全国 5 カ所にある重点開発開放試
験区や 17 カ所の国境経済協力区、28 の国境都市などを重点地区に指定。それ
ぞれの地区が接する国との投資、貿易、人員往来の利便性を高め、インフラの
強化を進める。 
⑥中国の対外直接投資、1―3 月期は 55％増。「一帯一路」関連がけん引 
中国商務部が 4 月 14 日発表した 2016 年 1－3 月期の中国から海外への直接
投資（金融分野を除く）は前年同期比 55.4%増の 2617 億 4000 万元（400 億
9000 万米ドル）に上った。うち、3 月の投資額は前年同期比 21.5%増の 664 億





よる沿線国への投資は 35 億 9000 万米ドルと、前年同期を 40.2%上回った。
「国際産能合作」（生産能力のグローバル提携）も活発だ。1－3 月期は製造業
向けが前年同期比 125.9%増の 54 億米ドル、中でも設備製造業向けの投資は































































































2005 年 10.4  12.9 1.8 27.2 1020 28.4 17.6 0.8 ▲0.5 17.6 9.3 
2006 年 11.6  13.7 1.5 24.3 1775 27.2 19.9 ▲5.7 4.5 15.7 15.7 
2007 年 13.0 18.5 16.8 4.8 25.8 2618 25.7 20.8 ▲8.7 18.7 16.7 16.1 
2008 年 9.0 12.9 21.6 5.9 26.1 2955 17.2 18.5 ▲27.4 23.6 17.8 15.9 
2009 年 9.1 11.0 15.5 ▲0.7 31.0 1961 ▲15.9 ▲11.3 ▲14.9 ▲16.9 27.6 31.7 
2010 年 10.3 15.7 18.4 3.3 24.5 1831 31.3 38.7 16.9 17.4 19.7 19.8 
2011 年 9.2 13.9 17.1 5.4 24.0 1549 20.3 24.9 1.1 9.7 13.6 14.3 
2012 年 7.7 10.0 14.3 2.7 20.7 2303 7.9 4.3 ▲10.1 ▲3.7 13.8 15.0 
2013 年 7.7 9.7 11.4 2.6 19.4 2590 7.8 7.2 ▲8.6 5.3 13.6 14.1 
2014 年 7.4 8.3 12.0 2.0 15.2 3824 6.1 0.4 4.41 14.2 12.2 13.6 
1 月    2.5 19.8 319 10.5 10.8 -8.6 -4.5 13.2 14.3 
2 月    2.0  -230 -18.1 10.4 1.3 4.0 13.3 14.2 
3 月 7.4 8.8 12.2 2.4 17.3 77 -6.6 -11.3 6.1 -1.5 12.1 13.9 
4 月  8.7 11.9 1.8 16.6 185 0.8 0.7 0.5 3.4 13.2 13.7 
5 月  8.8 12.5 2.5 16.9 359 7.0 -1.7 8.4 -6.6 13.4 13.9 
6 月 7.5 9.2 12.4 2.3 17.9 316 7.2 5.5 10.3 0.2 14.7 14.0 
7 月  9.0 12.2 2.3 15.6 473 14.5 -1.5 14.0 -17.0 13.5 13.4 
8 月  6.9 11.9 2.0 13.3 498 9.4 -2.1 5.2 -14.0 12.8 13.3 
9 月 7.3 8.0 11.6 1.6 11.5 310 15.1 7.2 9.4 1.9 11.6 13.2 
10 月  7.7 11.5 1.6 13.9 454 11.6 4.6 8.7 1.3 12.1 13.2 
11 月  7.2 11.7 1.4 13.4 545 4.7 -6.7 -8.6 22.2 12.0 13.4 
12 月 7.3 7.9 11.9 1.5 12.6 496 9.5 -2.3 6.1 10.3 11.0 13.6 
2015 年 6.9 5.9 10.7 1.4 9.7 6024 -9.8 -14.4 11.0 0.8 11.9 15.0 
1 月    0.8  600 -3.3 -20.0 2.2 -1.1 10.6 14.3 
2 月    1.4  606 48.3 －20.8 49.8 0.1 11.1 14.7 
 3 月 7.0 5.6 10.2 1.4 13.1 31 -15.0 -12.9 0.3 1.3 9.9 14.7 
4 月  5.9 10.0 1.5 9.6 341 -6.5 -16.4 2.9 10.2 9.6 14.4 
5 月  6.1 10.1 1.2 9.9 595 －2.4 －17.7 －14.0 8.1 10.6 14.3 
6 月 7.0 6.8 10.6 1.4 11.6 465 2.8 －6.3 4.6 1.1 10.2 14.4 
7 月  6.0 10.5 1.6 9.9 430 －8.4 －8.2 9.6 5.2 13.3 15.7 
8 月  6.1 10.8 2.0 9.1 602 －5.6 －13.9 23.9 20.9 13.3 15.7 
9 月 6.9 5.7 10.9 1.6 6.8 603 －3.8 －20.5 5.2 6.1 13.1 15.8 
10 月  5.6 11.0 1.3 9.3 616 -7.0 -19.0 2.5 2.9 13.5 15.6 
11 月  6.2 11.2 1.5 10.8 541 －7.2 －9.2 27.7 0.0 13.7 15.3 
12 月 6.8 5.9 11.1 1.6 6.8 594 －1.7 －7.6 17.2 -45.1 13.3 15.0 
2016 年             
1 月   10.3 1.8 18.0 633 -11.5 -18.8 14.1 -2.1 14.0 15.2 
2 月   10.2 2.3  326 -25.4 -13.8 -11.3 -1.3 13.3 14.7 
3月 6.7 6.8 10.5 2.3 11.2 299 11.2 -7.4 26.1 4.0 13.4 14.7 
注：1.①「実質 GDP増加率」は前年同期（四半期）比、その他の増加率はいずれも前年同月比である。 
2.中国では、旧正月休みは年によって月が変わるため、1月と 2月の前年同月比は比較できない場合があるので注意 
されたい。また、(  )内の数字は 1月から当該月までの合計の前年同期に対する増加率を示している。 
  3. ③「消費財小売総額」は中国における「社会消費財小売総額」、④「消費者物価指数」は「住民消費価格指数」に
対応している。⑤「都市固定資産投資」は全国総投資額の 86%（2007 年）を占めている。⑥―⑧はいずれもモノの
貿易である。⑨と⑩は実施ベースである。 
出所：①―⑤は国家統計局統計、⑥⑦⑧は海関統計、⑨⑩は商務部統計、⑪⑫は中国人民銀行統計による。 
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